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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

本研究を構成するテーマの１）軟骨変性制御分子の分子生物学的研究には着実な進展が見られ、

特に HIF2A/NF-ΚΒシグナルの関与から、内軟骨性骨化と軟骨変性との関連を明らかにしたことは

今後の治療法開発に繋がるものと期待され、高く評価する。２）変形性関節症重度評価システムの

開発は野心的な研究テーマであるが、着実な成果が見られる。特に定量評価を可能とした KOACAD

は３）遺伝・環境因子探索などの疫学研究に用いる事が期待でき、当初目標を達成している。現時

点では３）遺伝・環境因子の探索研究（ヒトゲノム研究）については他と比較してやや進展の遅れ

を感じるが、候補遺伝子の発見、KOACADの使用による対象の精度向上により今後の発展が期待でき

る。全体として十分に当初の目標を達成していると判断される。 

検証結果    本研究は変形性膝関節症の統合研究で３つのテーマからなる。１）軟骨変性制御分子の

スクリーニングと分子ネットワークの解明では、有望な治療標的分子が同定された。今後

の治療法開発に繋がると期待され、高く評価できる。２）変形性関節症重症度評価システ

ムの開発では、定量評価を可能にした KOACAD によって大規模観察研究での成果が見ら

れ、当初目的を達成している。３）遺伝•環境因子の網羅的•系統的探索（ヒトゲノム疫学

研究）では、疾患感受性 SNP の解明が遅れているが、KOACAD 使用による評価精度の向

上により今後の発展が期待できる。全体として当初の目標を十分に達成していると判断で

きる。 
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